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彼 は 後方 を 振 向いて 眺め、 また 前方 を 凝視し、 そして 

其処に いつまでも 佇んで いるだろう。 その 表情 はどう 

であろう か。 後方 を 眺める 時 は、 皮肉な 微笑 を 浮べ、 

前方 を 凝視す る 時 は、 憂欝な 微笑 を 浮べる だろう。 そ 

して 皮肉な 微笑と 憂欝な 微笑との うちに、 足 は 水腫に 

重くな リ、 体 駆 は 栄養 不良に 痩せ細って くるだろう。 

だが、 ハム レットの ほかに、 現代の ドン. キホ ー テ 

がいる。 —— 「現代の」 と 云う 所以 は、 漸くそう いう 

型が 出来 かかって 来たから である。 彼 は 絶大なる 信念 

を 持って いる。 行動に 対する 信念 を 持って いる。 そし 

てこの 信念 は、 思惟に 対する 反撥から 来り、 思惟の 拒 



否 を 結果す る。 だから その 信念 は、 行動の 目的に はな 

くて、 行動 そのものに 在る。 何処へ 行く か は 問わない、 

ただ 歩けば よいの だ。 腹 は 水で だぶ ついていようと、 

ただ 飲めば よいの だ。 つまり、 戦の 目的 を 忘れた 戦士 

なので ある。 これ は、 発足、 出立、 逃亡、 遺棄、 獲得、 

脱出、 開拓、 其 他 あらゆる 言葉で 呼ばれる ところの、 

佇 止 は 窒息で あり、 百の 思考 は 一 の 行動に 及ばない と 

いう 思想と も、 関連 を 持って いる。 斯くて、 俺 は 一体 

どこに 行きつつ あるの かと、 人に 問わねば ならな くな 

る。 

この ドン. キホ— テを、 上述の 境地に 置いて みるが 
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